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研究要旨：貯血式自己血輸血の副作用の現状の解析に関し、9医療施設の貯血式自己血輸血による副
作用を調査し、このインターネットを利用した副作用報告システムを用い2014年から2016年の3年間
の9施設同種血輸血による副作用データと比較した。貯血式自己血輸血の副作用の解析の結果、2014
年から2016年の3年間の、10施設の貯血式自己血輸血を行ったバック数の総計は13,432バッグであり、
副作用の発生件数は53件で、発生率は0.43%であった。これは10病院の中の同じ9病院、３年間の同種
血赤血球輸血副作用発生率929/127,468=0.73%と比較すると、有意に低かった（p<0.001）。しかし、
副作用症状の種類に違いがあり、発疹・蕁麻疹のアレルギー症状及び血圧上昇の副作用は貯血式自己
血輸血で有意に少なかった（p<0.05）。一方、嘔気・嘔吐の症状が貯血式自己血輸血で多く発生して
いた（p<0.05）。これまで、貯血式自己血輸血による副作用に関しては、ほとんど報告されていない
が、今回のスタディーにより、以下のことが明らかになった 
1.貯血式自己血赤血球の方が同種血赤血球より、輸血副作用の発生率が少なかった。 
2.施設間で、自己血輸血による副作用発生率の違いは少なかった。 
3.同種血で認められらるような、重篤な副作用は自己血輸血では認めなかった。 
4.自己血輸血の副作用は、発疹・蕁麻疹、血圧上昇ような副作用は少なく、嘔気・嘔吐などのような
副作用が多かった。 
5.自己血輸血のヘモビジランスは、今後も自己血輸血体制を維持し、推進するのに重要である。 
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A. 研究目的 
   貯血式自己血輸血の副作用を調査した研究は
なく、同種血赤血球輸血の副作用の現状と比較し
て、少ないことが想定されるが、その実態を解析
する。 
 
 

 
 
Ｂ．研究方法 
  2014年から2016年の3年間の、10施設の貯血式 
自己血輸血の副作用発生率と、同種血輸血の副作
用発生率を調査する。 

        
Ｃ．研究結果 
  貯血式自己血輸血の副作用の解析の結果、2014年
から2016年の3年間の、10施設の貯血式自己血輸血を
行ったバック数の総計は13,432バッグであり、副作
用の発生件数は53件で、発生率は0.43%であった(表
１)。これは10病院の中の同じ9病院、３年間の同種
血赤血球輸血副作用発生率929/127,468=0.73%と比
較すると、有意に低かった（p<0.001）（表２）。し
かし、副作用症状の種類に違いがあり、発疹・蕁麻
疹のアレルギー症状及び血圧上昇の副作用は貯血式
自己血輸血で有意に少なかった（p<0.05）。一方、
嘔気・嘔吐の症状が貯血式自己血輸血で多く発生し
ていた（p<0.05）（表３）。 
 
Ｄ．考察 
 自己血輸血のヘモビジランスは、今後も自己血輸
血体制を維持し、推進するのに重要であると考えら
れる。 
 
Ｅ．結論 
1)貯血式自己血赤血球の方が同種血赤血球より、輸
血副作用の発生率が少なかった。 
2)施設間で、自己血輸血による副作用発生率の違い
は少なかった。 
3)同種血で認められらるような、重篤な副作用は自
己血輸血では認めなかった。 
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4)自己血輸血の副作用は、発疹・蕁麻疹、血圧上昇
ような副作用は少なく、嘔気・嘔吐などのような副
作用が多かった。 
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